
 

・荒川が氾濫した場合、市内のほとんどの地域で、浸水が 1 日以上継続する想定となっているため、各家庭で水や

食料などを多めに備蓄するようにしましょう。 
 
・浸水の危険があっても､水や食料､簡易トイレなどの備えが十分にある場合、自宅に留まり安全確保することも可

能です。特に感染症が発生している場合には、自宅内で安全な階に避難する｢垂直避難｣なども検討しましょう。 
 
・洪水ハザードマップに掲載されている河川が自宅の周囲にある場合、浸水の深さにかかわらず、事前に避難所な

どの安全な場所に避難しましょう。 
 
・避難所の場所もハザードマップで確認できます。※近隣市(さいたま市、川口市、戸田市)の避難所も利用可。 
 
・道路冠水などにより車が水に浸かった場合、エンジンが停止したり、車に閉じ込められたりするなど、非常に 

危険な状態となります。避難所へは、原則として徒歩で避難しましょう。 

荒川氾濫時の避難行動判定フロー 

｢自らの命は自らが守る｣意識を持ち、自宅の災害リスクととるべき行動を必ず確認しておきましょう。 

＜ご高齢の方、障害のある方など＞ 

市から警戒レベル３「高齢者等避難」が 

発令されたら避難を開始してください。 

 

＜比較的避難に時間がかからない方＞ 

市から警戒レベル４「避難指示」が 

発令されたら避難を開始してください。 

洪水ハザードマップで自宅周辺の 

最大浸水深を確認しましょう。 
市ホームページ 

｢洪水ハザードマップ｣ 

担当／蕨市安全安心推進課 048-432-3200(代表) 



蕨市メール配信サービス(防災情報等)のご案内 

地震や洪水が発生したとき、どのように災害情報を入手するか決めていますか？ 

｢テレビやインターネットで調べる｣｢防災アプリを使っている｣といった方が多いのではないでしょうか？ 

 その方法に、蕨市の配信サービスも加えてみませんか？ 
 

蕨市では、新型コロナウイルスの感染防止対策の啓発、児童の見守り放送、迷い人のお知らせ、災害時の避難

指示などについて、防災行政無線を使って放送していますが、市民の皆さまが市外に出かけている場合や暴風雨

の場合などに、音声が聞き取れない可能性があります。 

そこで、令和３年４月に、防災行政無線で放送した内容のほか、防災・防犯などの各種情報を、登録者へ配信

するメールサービスを開始しました。また、防災行政無線の放送内容については、メールのほか、ツイッター、

電話・ＦＡＸでも配信しています。これらのサービスは、いずれも簡単に登録可能で、市からの情報を迅速かつ

正確に確認いただくことができます。 
 

災害が起こったときに備え、平時から情報を入手できるようにしておくことが大切です。 

下のＱＲコードを読み取り、内容を確認の上、ぜひ各種配信サービスをご利用ください。 

＜ウインクチャンネルの配信イメージ＞ その他、蕨市からの防災情報は、以下の手段でも入手できます。 
 
・市ホームページ「緊急・防災情報」 

・緊急速報メール（エリアメール） 

・Yahoo！防災速報アプリ 

・ケーブルテレビ「ウインクチャンネル」（地デジ１１ｃｈ） 

・テレビ埼玉（地デジ３ｃｈ）データ放送 

・ＮＨＫ（地デジ１ｃｈ）データ放送      など 

蕨市メール配信サービス(防災情報等)のご案内 

市ホームページ 

｢災害情報の配信｣ 


